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▼特徴

参照 ・国勢調査（H17-R2） ・国勢調査・日本の地域別将来人口推計（国立社会保障・人口問題研究所）

・館山市WEB防災マップ ・館山市 第5次総合計画

▼課題

▼人口推移

⚫ 医療、商業、福祉施設が地区北部に集中しており、地区南部からの交
通アクセスが課題です。

⚫ 海岸沿いエリア等の人口密度の高いエリアの一部が津波浸水想定区域
内に位置しています。

⚫ 津波浸水想定区域内に公共施設や生活利便施設が立地しているため防
災機能の強化が必要です。

⚫ 地区南部バス路線上に土砂災害警戒区域が点在しているため、災害時
の交通確保等の避難対応が課題です。

館山地区

凡例

⚫ 館山市の中央部に位置しています
⚫ 海水浴や散策等を目的とする多くの観光客が訪れる地区で、沖ノ島や

みなとオアシス“渚の駅”たてやま、館山夕日桟橋等が立地するなど
「海辺のまちづくり」の中心となっています。

⚫ 海岸沿いやバス路線に沿うように人口が集中しています。

城山公園



⚫ 平久里川と汐入川にはさまれた館山湾（鏡ヶ浦）に沿った平野
部に位置しています。

⚫ 国鉄安房北条駅（現ＪＲ館山駅）の開業により、地域一帯は大
きく発展を遂げました。

⚫ 現在はＪＲ館山駅やバイパス沿いを中心に、商業地や住宅地が
広がっています。

⚫ また、様々な行政・司法・金融機関が本地区に多く立地してい
ます。

⚫ ＪＲ館山駅を中心に商業地や住宅地が広がっていますが、駅周
辺及び大型商業施設周辺エリアが津波浸水想定区域内に位置し
ているため、防災機能の強化が必要です。

⚫ 鉄道線路沿いやバス路線沿いは、津波浸水想定区域のため、災
害時の交通確保等の避難対応が課題です。

北条地区

▼特徴

▼課題

▼人口推移

参照 ・国勢調査（H17-R2） ・国勢調査・日本の地域別将来人口推計（国立社会保障・人口問題研究所）

・館山市WEB防災マップ ・館山市 第5次総合計画

館山市役所

凡例



那古地区

⚫ 医療、商業、福祉施設が地区南部に集中しており、地区北部からの交
通アクセスが課題です。

⚫ 海岸沿いエリア等、人口密度の高いエリアの一部が津波浸水想定区域
内に位置しています。

⚫ 津波浸水想定区域内に教育施設や公共施設が立地しているため、防災
機能の強化が必要です。

⚫ 土砂災害警戒区域が地区北部の人口分布エリアに点在しているため、
災害時の交通確保等の避難対応が課題です。

▼特徴

▼課題

▼人口推移

⚫ 平久里川の北部に位置し、本地区の西部は館山湾（鏡ヶ浦）に面して
います。

⚫ 本地区の北部は山地、南部は平野で、稲作を中心に野菜や酪農、果樹
栽培が行われています。

参照 ・国勢調査（H17-R2） ・国勢調査・日本の地域別将来人口推計（国立社会保障・人口問題研究所）

・館山市WEB防災マップ ・館山市 第5次総合計画

凡例

那古船形小学校



船形地区

⚫ 医療、商業、福祉施設が地区中央部に集中しており、他エリアから
の交通アクセスが課題です。

⚫ 海岸沿いエリア等、人口密度の高いエリアの一部が津波浸水想定区
域内に位置しています。

⚫ 土砂災害警戒区域が地区北部の人口分布エリアに点在していること
に加え、地区西部のバス路線沿いが広く区域内となっているため、
災害時の交通確保等の避難対応が課題です。

▼特徴

▼課題

▼人口推移

凡例

参照 ・国勢調査（H17-R2） ・国勢調査・日本の地域別将来人口推計（国立社会保障・人口問題研究所）

・館山市WEB防災マップ ・館山市 第5次総合計画

⚫ 館山市の北部に位置しています。
⚫ 館山有数の漁業基地である船形漁港があります。
⚫ ＪＲ那古船形駅は大正7（1918）年に開業しました。本市に唯一

残っている木造の駅舎です。
⚫ 平成15（2003）年に経済産業省の伝統的工芸品の指定を受けた房

州うちわの生産地として知られています。

那古船形駅



⚫ 医療、商業、福祉施設が地区内に少なく、生活利便性を高めるため
にも市街地への交通アクセスが課題です。

⚫ 海岸沿いエリア等バス路線上のエリアの一部が津波浸水想定区域内
に位置していることに加え、土砂災害警戒区域がバス路線上や人口
分布エリアに点在しているため、災害時の交通確保等の避難対応が
課題です。

⚫ 館山市の西部の大きく突き出した位置にあり、三方を海に囲まれて
います。

⚫ 東京湾の入り口にある洲崎には、大正8（1919）年に洲埼灯台が建
てられています。

⚫ 古くから農業・漁業が盛んで、神社仏閣で豊漁・豊作を祈願する行
事が行われています。

⚫ 本地区の南部では、温暖な気候を生かした花きの栽培が盛んです。

▼特徴

▼課題

▼人口推移

西岬地区

参照 ・国勢調査（H17-R2） ・国勢調査・日本の地域別将来人口推計（国立社会保障・人口問題研究所）

・館山市WEB防災マップ ・館山市 第5次総合計画

凡例

西岬小学校



⚫ 館山市の南部に位置しています。
⚫ 砂防林によって守られてきた農地では野菜や花きの栽培が盛んに行

われています。
⚫ 本地区ではレタス栽培が戦後からはじめられ、館山ブランド認定品

である「かんべレタス」の特産地として知られています。

⚫ 医療、商業、福祉施設が地区の中心に集中しており、地区東部の人
口集中エリアからの交通アクセスが課題です。

⚫ 津波浸水想定区域内に公共施設や生活利便施設が立地しているため
防災機能の強化が必要です。

⚫ 地区海岸沿いエリアのバス路線沿いが津波浸水想定区域内に位置し
ていることに加え、地区北東部バス路線上に土砂災害警戒区域が点
在しているため、災害時の交通確保等の避難対応が課題です。

神戸地区

▼特徴

▼課題

▼人口推移

参照 ・国勢調査（H17-R2） ・国勢調査・日本の地域別将来人口推計（国立社会保障・人口問題研究所）

・館山市WEB防災マップ ・館山市 第5次総合計画

凡例

まなびの杜房南小学校



⚫ 館山市の南部に位置しています。
⚫ 江戸時代中期に鮪の延縄漁が始まり、今も漁業が盛んな地区です。
⚫ 人口減少により隣接する地区の小学校と統合された小学校施設は民

間事業者による活用が進められ、雇用の創出や農福連携の推進、地
域の活性化に寄与しています。

⚫ 医療、商業、福祉施設が地区内に少なく、地区住民の生活利便性
を高めるために、市街地への交通アクセスが課題です。

⚫ 海岸沿いエリア等、人口密度の高いエリアの一部が津波浸水想定
区域内に位置しています。

⚫ 津波浸水想定区域内に医療施設や公共施設、福祉施設が立地して
いるため、防災機能の強化が必要です。

⚫ 土砂災害警戒区域が地区中心部のバス路線沿いに存在しており、
災害時の交通確保等の避難対応が課題です。

▼特徴

▼課題

▼人口推移

富崎地区

参照 ・国勢調査（H17-R2） ・国勢調査・日本の地域別将来人口推計（国立社会保障・人口問題研究所）

・館山市WEB防災マップ ・館山市 第5次総合計画

凡例

富崎公民館



▼人口推移

⚫ 館山市の南東部にある山あいに位置しています。
⚫ 土地が豊かであることから、昔から稲作を中心に農業が、畑地区は

有数の千両の産地として知られています。
⚫ 地区内の小学校が近隣住民のコミュニティの中心となっています。

⚫ 医療、商業施設が地区内に存在しておらず、他地区へ依存してい
る状況です。

⚫ 地区南東部に人口分布エリアが存在していますが、交通アクセス
が課題です。

⚫ 土砂災害警戒区域が地区北部バス路線沿いおよび人口集中エリア
に点在しており、災害時の市中心部への交通確保等の避難対応が
課題です。

▼特徴

▼課題

豊房地区

参照 ・国勢調査（H17-R2） ・国勢調査・日本の地域別将来人口推計（国立社会保障・人口問題研究所）

・館山市WEB防災マップ ・館山市 第5次総合計画

凡例

まなびの杜神余分校

豊房小学校



⚫ 館山市東部の平地に広がっています。
⚫ 農業が盛んで、昭和20 年代後半に本格的なイチゴの栽培が始まり

ました。毎年1 月から5 月頃にかけて、イチゴ狩りに多くの観光客
が訪れます。

⚫ 令和6（2024）年に、「食のまちづくり」を進める拠点施設 とし
て「道の駅グリーンファーム館山」が開業しました。

⚫ 医療、商業、福祉施設がバス路線上に集中しており、地区北部・南
部からの交通アクセスが課題です。

⚫ 土砂災害特別警戒区域が地区南西部に点在しており、災害時の避難
が課題です。

⚫ 地区北東部が洪水浸水想定区域内となっているが、バス路線等が
通っていないため、自家用車に頼らない移動手段の確保が必要です。

▼特徴

▼課題

▼人口推移

館野地区
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・館山市WEB防災マップ ・館山市 第5次総合計画

館野小学校



⚫ 館山市の東部に位置しています。
⚫ ＪＲ九重駅は大正10（1921）年に開業しました。
⚫ 丘陵に囲まれた平野部では稲作を中心に、レンコンやナシ等の野菜、

果樹、酪農等の多様な農業が行われています。

⚫ 医療、商業、福祉施設がバス路線上に集中しており、地区北部・南
部からの交通アクセスが課題です。

⚫ 地区内の人口分布エリアにおいて、土砂災害特別警戒区域が指定さ
れており、災害時の避難が課題です。

⚫ 地区北部は公共交通の整備が進んでおらず、自家用車に頼らない移
動手段の確保が必要です。

九重地区

▼特徴

▼課題

▼人口推移
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・館山市WEB防災マップ ・館山市 第5次総合計画

九重小学校


